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は
じ
め
に

　

井
原
西
鶴
が
著
し
た『
色
里
三
所
世
帯
』（
貞
享
五
年
六
月
刊
。
以
下『
三
所
世
帯
』

と
略
す
）
は（

（
（

、
三
巻
四
冊
（
各
巻
五
章
）
で
構
成
さ
れ
、
書
名
の
「
三
所
」
と
い
う

言
葉
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
巻
上
に
京
、
巻
中
に
大
坂
、
巻
下
に
江
戸
の
話
を

収
録
す
る
。

　

そ
の
梗
概
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
京
の
東
山
に
二
十
四
歳
に
し
て
隠
居
し
た

主
人
公
外
右
衛
門
が
持
ち
前
の
財
力
と
性
力
に
ま
か
せ
て
、
数
多
の
女
性
と
関
係
を

結
び
、
そ
の
生
活
に
飽
き
る
と
、
大
勢
の
幇
間
を
引
き
連
れ
て
、
大
坂
、
江
戸
に
転

居
し
、
各
地
で
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
す
。
や
が
て
性
力
が
限
界
に
達
す
る
と
、
吉
原

の
近
く
小
塚
原
に
庵
を
こ
し
ら
え
、
後
世
を
願
う
が
、
蔑
ろ
に
し
て
き
た
女
性
た
ち

の
執
心
に
さ
い
な
ま
れ
悶
死
す
る
。
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
因
果
応
報
譚
的
な
物
語
で

あ
る
。

　

主
人
公
の
死
と
い
う
結
末
か
ら
す
る
と
、『
三
所
世
帯
』
は
そ
の
原
因
と
な
る
主

人
公
と
女
性
た
ち
の
不
穏
な
人
間
関
係
を
描
い
た
物
語
、
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
書
の
研
究
史
を
見
る
か
ぎ
り
、
主
人
公
と
女
性
た
ち
の
人
間
関
係
や
、

そ
れ
が
結
末
の
死
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、か
つ
て
本
書
が
西
鶴
存
偽
作
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

諸
家
の
関
心
が
も
っ
ぱ
ら
作
者
を
突
き
止
め
る
こ
と
に
向
い
て
い
た
こ
と
に
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
岸
得
蔵
氏
が
本
書
と
他
の
西
鶴
作
品
を
比
較
し
て
、
使
用
さ

れ
た
語
彙
の
共
通
性
か
ら
、
こ
れ
を
彼
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。
以
後
、

本
書
を
西
鶴
作
品
の
一
つ
と
し
て
見
る
向
き
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

　

も
っ
と
も
本
書
は
、
入
念
な
検
証
の
結
果
、
西
鶴
作
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
数
あ
る
作
品
の
中
で
も
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
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な
作
品
で
な
け
れ
ば
、
高
く
評
価
さ
れ
る
作
品
で
も
な
い
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
貞

享
五
年
に
は
、
町
人
物
の
第
一
作
で
あ
る
『
日
本
永
代
蔵
』
や
、
武
家
物
の
第
二
作

で
あ
る
『
武
家
義
理
物
語
』
な
ど
の
意
欲
的
な
作
品
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
三
所

世
帯
』
は
、
旺
盛
な
執
筆
活
動
の
中
で
世
に
送
り
出
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
本
書
は
右
の
二
作
と
は
異
な
り
、
内
容
が
「
低
調
」
と
か
「
猥

雑
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
評
価
や
注
目
度
に
つ
い
て
は
同
列
で
な

い（
（
（

。
筆
者
も
、
本
書
に
「
低
調
」、「
猥
雑
」
な
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
本
書
の
作
者
と
目
さ
れ
る
西
鶴
が
、
処
女
作
『
好
色
一
代
男
』（
天

和
二
年
刊
）
を
創
作
し
た
と
き
か
ら
す
で
に
、
心
理
描
写
に
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
諸
家
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ら
ば
、『
三
所
世
帯
』
も
、
そ
の
内

容
に
「
低
調
」、「
猥
雑
」
な
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
と
も
、
結
末
で
命
を
落
と
す
こ
と
に

な
る
主
人
公
と
、
彼
を
死
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
る
女
性
た
ち
の
互
い
の
心
理
を
何

ら
か
の
方
法
で
描
き
出
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
心
理
描
写
に
こ
そ
、
本
書
の

主
題
が
あ
り
、
西
鶴
作
品
と
し
て
の
一
つ
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
人
公
と
、
彼
を
死
に
追
い
や
っ
た
女
性
た
ち
の
心
理
を
手

が
か
り
に
し
て
、
本
書
の
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
た
い
。

一
、「
も
て
あ
そ
び
」
と
「
執
心
」

　

ま
ず
、
主
人
公
が
命
を
落
と
す
結
末
の
場
面
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

俄
に
無
常
を
観
じ
、
小
塚
原
の
く
さ
む
ら
に
ひ
と
つ
の
い
ほ
り
を
む
す
び
て
、

お
の
お
の
是
に
取
こ
も
り
、
後
の
世
を
ね
が
ふ
て
み
れ
共
、
夢
に
太
夫
が
見
え
、

ま
ぼ
ろ
し
に
後
家
が
た
ち
、
現
に
京
の
妾
女
共
が
顕
は
れ
、
う
し
ろ
よ
り
は
大

坂
で
だ
ま
し
た
る
娘
が
取
付
、
ま
へ
よ
り
置
ざ
り
に
せ
し
女
が
し
が
み
付
、
次

第
に
気
力
の
お
と
ろ
へ
る
に
し
た
が
ひ
て
、
毎
日
五
人
七
人
、
女
の
か
た
ち
か

さ
み
て
、
外
右
衛
門
は
殊
に
十
一
人
の
者
共
、
よ
い
か
げ
ん
に
う
そ
い
ふ
た
る

う
ら
み
、
其
執
心
爰
に
か
よ
ひ
、
後
に
は
寝
も
せ
ぬ
夢
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
、
ひ

と
り
ひ
と
り
く
ら
い
づ
め
に
や
つ
れ
て
い
つ
と
な
く
息
た
え
だ
え
に
、
女
ば
う

は
い
や
じ
や
い
や
じ
や
と
、
い
ひ
死
、
ひ
と
り
も
残
ら
ず
同
じ
枕
に
果
ぬ
。

　

主
人
公
は
、
蔑
ろ
に
し
て
き
た
女
性
た
ち
の
「
執
心
」
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
執
心
」
に
続
く
言
葉
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
は

「
其
執
心
爰
に
か
よ

0

0

0

0

ひ0

」
と
あ
る
。
こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
、主
人
公
と
関
係
を
持
っ

た
女
性
に
は
、
執
心
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

物
語
の
冒
頭
で
、
主
人
公
は
「
た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
ひ
入
、
金
銀

有
に
ま
か
せ
て
、
酒
淫
・
美
色
に
身
を
か
た
め
」
る
人
物
と
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

主
人
公
と
女
性
の
関
係
は
、
冒
頭
の
言
葉
通
り
、
主
人
公
の
財
力
や
性
力
を
担
保
に

し
た
「
も
て
あ
そ
び
」（
巻
上
の
一
）
で
あ
り
、
身
勝
手
な
要
望
を
一
方
的
に
女
性

に
提
出
し
、
対
応
を
迫
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
家
の
髪
を
切
っ
た

姿
を
面
白
が
っ
た
主
人
公
は
、
未
婚
の
若
い
娘
を
集
め
、
そ
の
親
に
金
を
払
い
、
髪

を
切
ら
せ
後
家
姿
に
変
え
さ
せ
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
（
巻
中
の
二
）。

　

本
書
と
同
じ
く
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
で
あ
る
『
好
色
一
代
男
』
の
と
く
に
巻
五
以

降
に
は
、
主
人
公
世
之
介
と
関
わ
る
遊
女
の
美
談
が
、
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
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は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、『
三
所
世
帯
』に
美
談
と
呼
べ
る
話
は
一
つ
も
な
い
。

主
人
公
は
「
思
ひ
入
の
太
夫
、
千
五
百
両
に
て
」
身
請
け
し
て
も
、「
是
も
あ
く
ま

で
の
た
の
し
み
」
と
し
か
考
え
て
お
ら
ず
（
巻
上
の
五
）、
そ
の
行
為
は
「
も
て
あ

そ
び
」で
し
か
な
い
。
女
性
の
執
心
と
い
う
感
情
は
、主
人
公
の「
も
て
あ
そ
び
」（
要

望
）
に
対
応
す
る
際
に
生
じ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
要
望
と
対
応
と
い
う
主
人
公
と
他
者
の
関
係
は
、
始
章
か
ら

終
章
に
至
る
す
べ
て
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
各
章
に
は
、
要
望
と
対

応
と
い
う
話
の
枠
組
み
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
要
望
を
提
出
す
る

人
物
と
対
応
に
当
た
る
人
物
は
、主
人
公
─
女
性
に
限
ら
ず
、主
人
公
─
男
性
で
あ
っ

た
り
、女
性
─
主
人
公
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
あ
る
。
提
出
さ
れ
る
要
望
の
性
質
は
、

主
人
公
や
他
者
（
女
性
・
男
性
）
と
も
に
大
半
が
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
幇
間
が
主
人
公
に
「
小
判
五
両
も
ら
は
ば
、
宵
よ
り
八
つ
門
の
あ
く
迄
か
は
ら

け
を
喰
て
い
ま
せ
う
」（
巻
上
の
五
）
と
、
金
銭
の
要
望
を
提
出
す
る
場
面
が
あ
る

よ
う
に
、
必
ず
し
も
そ
の
性
質
は
性
に
限
定
さ
れ
な
い
。

　

執
心
が
生
じ
る
・
垣
間
見
え
る
人
物
に
つ
い
て
も
、女
性
に
限
ら
ず
主
人
公
で
あ
っ

た
り
と
様
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
執
心
の
様
相
も
様
々
で
あ
る
。
た
と
え
ば
結
末
で

主
人
公
が
、
三
都
の
女
性
た
ち
の
執
心
が
原
因
で
女
性
を
拒
絶
す
る
よ
う
に
な
り
、

挙
げ
句
、
命
を
落
と
し
た
よ
う
に
、
他
者
を
肉
体
・
精
神
的
に
消
耗
さ
せ
る
場
合
や
、

対
照
的
に
自
己
を
肉
体
・
精
神
的
に
消
耗
に
追
い
つ
め
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
執

心
が
原
因
で
消
耗
す
る
も
の
に
は
、
主
人
公
・
他
者
と
も
に
、
財
力
の
場
合
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
主
人
公
と
執
心
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
が
「
た
だ
人
の
も

て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
ひ
入
」
れ
る
人
物
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
色

に
執
心
（
執
着
）
す
る
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
こ
こ
で
言
う
執

心
と
は
、
欲
求
不
満
の
意
で
あ
っ
て
主
人
公
の
性
格
に
お
け
る
特
性
と
は
意
味
が
異

な
る
。

　

で
は
、
話
の
枠
組
み
を
構
成
す
る
要
素
に
、
様
々
な
人
物
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る

理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
各
章
に
お
け
る
要
望
の
提
出
と
対
応
、
登
場

人
物
の
執
心
の
様
相
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

〈
巻
上
の
一
〉

　

・
主
人
公
は
屋
敷
の
女
性
を
集
め
女
相
撲
を
催
す
。
勝
者
に
は
褒
美
を
与
え
る
と

語
る
。
─
（
要
望
）

　

・
女
性
た
ち
は
褒
美
欲
し
さ
に
本
気
で
相
撲
を
取
る
が
、
い
ず
れ
も
引
き
分
け
に

終
わ
る
。
─
（
対
応
）（
執
心
）

〈
巻
中
の
三
〉

　

・
主
人
公
は
大
勢
の
女
性
と
幇
間
を
引
き
連
れ
、
豪
勢
な
船
遊
び
に
興
じ
る
。

　

・
主
人
公
の
様
子
を
目
撃
し
た
他
の
船
に
乗
る
男
た
ち
は
、
主
人
公
と
同
じ
よ
う

な
遊
び
を
一
度
は
し
て
み
た
い
と
叶
わ
ぬ
願
い
を
口
に
し
た
り
、
無
分
別
な
振

る
舞
い
に
気
分
を
害
し
て
、
遊
び
を
取
り
や
め
金
銭
を
置
い
て
船
を
下
り
る
。

─
（
要
望
）（
執
心
）（
消
耗
）

　

・
一
部
始
終
を
水
底
か
ら
見
て
い
た
龍
宮
の
乙
姫
は
、
主
人
公
の
無
分
別
な
行
為

に
激
怒
し
、
罰
を
与
え
る
。
─
（
対
応
）　
（
主
人
公
消
耗
）
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〈
巻
下
の
四
〉

　

・
色
道
の
極
意
は
吉
原
に
あ
る
と
思
い
詰
め
た
主
人
公
は
、
一
々
住
ま
い
か
ら
通

う
の
が
面
倒
に
な
り
、
揚
屋
の
座
敷
を
一
間
借
り
切
り
、
生
活
す
る
。
─
（
執

心
）

　

・
主
人
公
は
、
太
夫
を
身
請
け
し
て
町
屋
に
置
く
の
は
い
つ
も
人
の
す
る
こ
と
だ

と
語
り
、
身
請
け
し
た
太
夫
の
親
方
に
経
費
を
払
い
遊
女
屋
に
置
い
た
ま
ま
に

し
て
、
今
ま
で
通
り
揚
屋
ま
で
呼
び
寄
せ
遊
興
す
る
。
─
（
要
望
）

　

・
太
夫
と
の
生
活
は
、
に
わ
か
に
倹
約
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
財
力
が
残
り
わ

ず
か
と
な
る
と
、主
人
公
は
遊
女
相
手
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
覚
悟
を
決
め
る
。

─
（
対
応
）（
消
耗
）

　

右
の
通
り
各
章
に
は
、
要
望
と
対
応
と
い
う
話
の
枠
組
み
が
存
在
し
、
か
つ
当
該

場
面
に
関
与
す
る
い
ず
れ
か
の
人
物
に
「
執
心
」
が
垣
間
見
え
る
こ
と
が
共
通
し
て

い
る
。
ど
う
や
ら
、『
三
所
世
帯
』
は
「
執
心
」
と
い
う
負
の
感
情
が
主
題
の
書
、

と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、登
場
人
物
が
提
出
す
る
要
望
の
多
く
が
、

性
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
性
質
を
端
的
に
言
い
表
す
な
ら
ば
、

作
中
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
情
念
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
り
適
当
か
も
し
れ
な

い
。

　

さ
て
、『
三
所
世
帯
』
の
各
章
に
は
、要
望
と
対
応
と
い
う
話
の
枠
組
み
が
存
在
し
、

そ
の
五
つ
の
話
（
五
章
）
に
よ
っ
て
、
上
・
中
・
下
（
京
・
大
坂
・
江
戸
）
の
三
巻

は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
章
か
ら
成
る
各
巻
に
も
、
各
章
に
話
の
枠
組
み
が
存

在
す
る
よ
う
に
、
能
や
浄
瑠
璃
の
五
段
構
成
を
模
し
た
か
の
よ
う
な
展
開
を
辿
る
と

い
う
、
言
わ
ば
話
の
大
枠
が
存
在
す
る
。

　

各
巻
に
お
け
る
話
の
展
開
の
大
枠
と
、
そ
の
内
部
で
各
章
の
話
の
枠
組
が
果
た
す

役
割
を
次
に
確
認
し
よ
う
。

二
、
各
巻
の
内
部
構
造

　

西
鶴
作
品
と
能
・
浄
瑠
璃
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
口
剛
氏
が
『
好
色
五
人
女
』

を
構
成
す
る
五
巻
と
、
各
巻
の
五
章
が
、
い
ず
れ
も
能
の
五
段
構
成
を
う
つ
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る（

（
（

。本
書
の
五
章
か
ら
成
る
三
巻
に
つ
い
て
も
、

山
口
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
本
書
の
場
合
、
各
巻
の
第
一

章
か
ら
第
五
章
の
同
数
の
章
（
各
巻
の
第
一
章
ど
う
し
、
第
二
章
ど
う
し
、
と
い
う

具
合
）
の
話
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。

　

能
・
浄
瑠
璃
の
各
段
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
浄
瑠
璃
の
概
説
書
『
竹
豊
故
事
』
に
、

「
五
段
ニ
綴
る
ハ
能
の
番
組
ニ
同
じ
。
初
段
ハ
脇
能
、
弐
ハ
修
羅
、
三
ハ
葛
事
、
四

ハ
脇
所
作
、
第
五
ハ
祝
言
也
。
大
躰
是
ニ
表
せ
る
物
也
」
と
、
二
種
の
芸
能
で
共
通

す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
本
書
の
各
巻
五
章
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
概
ね
こ
の

言
葉
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
前
述
の
要
望
と
対
応
と
い
う
話
の
枠
組
み
を
用

い
て
実
現
し
て
い
る
。

　

各
巻
の
話
の
展
開
と
、そ
の
共
通
す
る
部
分
の
要
点
を
次
に
取
り
上
げ
る
。
な
お
、

先
に
取
り
あ
げ
た
巻
上
の
一
、
巻
中
の
三
、
巻
下
の
四
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。
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〇
第
一
章

〈
巻
中
の
一
〉

　
・
主
人
公
は
召
し
連
れ
た
幇
間
た
ち
に
、
一
ヶ
月
間
の
色
狂
い
の
成
果
を
尋
ね
る
。

─
（
要
望
）

　

・
幇
間
の
一
人
が
、
自
身
の
性
力
の
強
さ
と
、
女
性
を
足
腰
立
た
ぬ
よ
う
に
し
て

き
た
と
い
う
手
柄
を
語
り
、褒
美
に
紫
の
褌
を
所
望
す
る
。
─
（
対
応
）（
要
望
）

（
女
性
消
耗
）

　

・
話
し
を
聞
い
た
主
人
公
は
、
幇
間
に
世
間
の
淫
乱
を
知
ら
な
い
と
語
る
。
そ
し

て
、
善
吉
と
い
う
幇
間
の
名
を
挙
げ
、
彼
は
幾
度
と
な
く
所
帯
を
持
つ
が
、
そ

の
都
度
、
夜
の
情
事
に
女
性
が
疲
弊
し
て
離
縁
し
て
い
る
。
以
降
、
女
人
形
を

間
に
合
わ
せ
に
し
て
、そ
の
他
は
我
慢
し
て
い
る
と
語
る
。
─
（
主
人
公
対
応
）

（
幇
間
執
心
）（
女
性
消
耗
）

〈
巻
下
の
一
〉

　
・
江
戸
へ
到
着
し
た
主
人
公
は
、
す
ぐ
さ
ま
現
地
の
幇
間
に
、
女
性
を
催
促
す
る
。

─
（
要
望
）

　

・
幇
間
は
主
人
公
に
我
慢
を
促
す
が
、
引
き
下
が
ら
な
い
主
人
公
に
、
女
性
に
不

自
由
す
る
江
戸
の
男
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
せ
る
。
─
（
対
応
）

　

・
や
も
め
暮
ら
し
の
男
た
ち
は
、
女
性
不
在
を
嘆
き
苦
悩
し
、
性
力
を
有
り
余
し

て
い
る
こ
と
を
口
々
に
言
う
。
─
（
執
心
）（
消
耗
）

　

・
江
戸
の
実
情
を
察
し
た
主
人
公
は
、
旅
の
疲
れ
も
あ
り
、
当
夜
の
色
遊
び
を
断

念
す
る
。
─
（
消
耗
）

（
※
第
一
章
は
、
登
場
人
物
の
性
力
の
強
さ
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
浄
瑠
璃
の
初
段
に
は
、
事
件
の
発
端
や
世
界
観
が
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

第
一
章
に
も
同
様
の
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
。
巻
上
が
女
性
が
男
性
不
足
を
嘆
く

世
界
、
巻
中
が
男
性
と
女
性
の
性
力
が
衝
突
す
る
世
界
、
巻
下
が
男
性
が
女
性
不

足
を
嘆
く
世
界
で
あ
る
。
各
巻
の
話
は
、
第
一
章
で
表
さ
れ
た
世
界
観
の
も
と
展

開
し
て
い
く
。）

〇
第
二
章

〈
巻
上
の
二
〉

　

・
主
人
公
の
屋
敷
に
暮
ら
す
非
番
の
女
性
た
ち
は
、
桜
戸
の
奥
に
閉
じ
込
め
ら
れ

る
。

　

・
女
性
た
ち
は
男
日
照
り
を
嘆
き
、
淋
し
さ
か
ら
一
人
の
女
性
が
、
せ
め
て
男
の

袖
を
吹
い
て
き
た
風
に
当
た
ろ
う
と
言
う
。
─
（
要
望
）（
執
心
）

　

・
女
性
た
ち
は
み
な
で
縁
側
に
立
ち
並
び
、
美
し
い
裸
体
を
さ
ら
す
が
、
そ
の
様

子
を
見
る
人
は
お
ら
ず
、
虚
し
く
行
為
を
終
え
る
。
─
（
対
応
）（
消
耗
）

〈
巻
中
の
二
〉

　

・
後
家
の
性
に
関
す
る
逸
話
を
聞
い
た
主
人
公
は
欲
情
し
、
小
宿
に
頼
み
こ
み
、

人
目
を
忍
び
後
家
を
呼
び
寄
せ
る
。
─
（
執
心
）（
要
望
）

　
・
主
人
公
を
相
手
に
し
た
後
家
た
ち
は
、
性
力
の
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
正
気
を
保
っ

て
帰
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
─
（
対
応
）（
消
耗
）

　

・
気
を
良
く
し
た
主
人
公
は
、
振
袖
を
着
た
若
盛
り
の
後
家
を
探
せ
と
周
囲
に
命

じ
る
。
─
（
執
心
）（
要
望
）
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・
振
袖
を
着
た
髪
切
り
姿
の
後
家
な
ど
滅
多
に
お
ら
ず
、
機
転
を
利
か
せ
た
幇
間

は
、
美
し
い
娘
を
集
め
る
。
娘
の
親
に
主
人
公
の
要
望
を
話
し
、
財
力
で
合
意

を
取
り
付
け
、
娘
た
ち
を
後
家
姿
に
す
る
。
─
（
対
応
）（
女
性
消
耗
）

〈
巻
下
の
二
〉

　

・
主
人
公
は
座
敷
を
一
日
借
り
切
っ
て
、
そ
の
表
を
通
る
女
性
た
ち
を
誘
い
込
み

情
事
に
及
ぶ
。

　

・
主
人
公
の
色
遊
び
に
誘
わ
れ
た
女
性
の
一
人
が
、
主
人
公
が
他
の
女
性
に
掛
か

り
切
り
に
な
り
、
自
身
の
相
手
を
し
な
い
こ
と
に
不
満
を
言
う
。

　

・
主
人
公
と
幇
間
が
不
満
を
言
う
女
性
の
相
手
を
す
る
と
、
女
性
は
満
足
し
て
、

気
に
入
っ
た
幇
間
に
心
付
け
を
渡
し
帰
路
に
就
く
。
─
（
女
性
消
耗
（
金
銭
））

　

・
主
人
公
は
江
戸
に
若
盛
り
の
男
た
ち
を
送
り
込
ん
で
、
女
性
た
ち
の
相
手
を
さ

せ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
商
売
よ
り
ま
し
だ
ろ
う
と
思
案
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

商
売
も
寿
命
が
縮
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
至
り
、
座
敷
を
引
き
上
げ

る
。
─
（
主
人
公
消
耗
）

（
※
第
二
章
は
、
主
人
公
の
行
為
が
原
因
で
女
性
が
消
耗
す
る
こ
と
が
共
通
し
て

い
る
。）

〇
第
三
章

〈
巻
上
の
三
〉

　

・
主
人
公
が
屋
敷
の
女
性
た
ち
と
湯
浴
み
を
す
る
姿
を
二
人
の
男
性
が
の
ぞ
き
見

る
。

　

・
男
性
の
一
人
は
、
た
と
え
責
め
殺
さ
れ
て
も
、
あ
の
中
へ
は
ま
っ
て
女
た
ち
を

自
由
に
出
来
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
と
言
う
。
─
（
要

望
）（
執
心
）

　

・
主
人
公
の
女
性
へ
の
無
遠
慮
な
行
為
に
、
二
人
の
男
は
歯
ぎ
し
り
す
る
が
、
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
虚
し
く
帰
路
に
就
く
。
─
（
消
耗
）

　

・
一
連
の
出
来
事
を
聞
い
た
人
々
は
心
を
浮
つ
か
せ
、
死
期
が
迫
っ
た
老
人
も
説

法
を
聞
く
よ
う
な
穏
や
か
な
状
態
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
─
（
対
応
）

〈
巻
下
の
三
〉

　

・
太
夫
と
の
関
係
が
思
い
通
り
に
な
ら
ず
、
不
満
を
持
っ
た
主
人
公
は
、
揚
屋
の

亭
主
を
呼
び
出
し
、一
座
を
三
十
日
ず
つ
買
い
切
る
約
束
を
す
る
。
─
（
要
望
）

（
執
心
）

　

・
亭
主
は
喜
び
、
主
人
公
を
福
の
神
の
ご
と
く
崇
め
、
聞
か
れ
も
し
な
い
の
に
、

太
夫
た
ち
の
優
れ
た
内
情
を
語
る
。
─
（
対
応
）

　

・
太
夫
の
内
情
を
聞
い
た
主
人
公
は
心
を
躍
ら
せ
、
遊
び
相
手
を
求
め
る
が
、
位

の
低
い
遊
女
を
相
手
に
す
る
の
は
嫌
で
、
揚
屋
か
ら
帰
る
夜
道
の
途
中
、
太
夫

の
姿
を
想
像
し
性
力
を
発
散
す
る
。
─
（
消
耗
）

（
※
第
三
章
は
、
主
人
公
が
神
仏
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
豪
勢
な
色
遊
び
に
興
じ

る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。）

〇
第
四
章

〈
巻
上
の
四
〉

　

・
主
人
公
は
屋
敷
の
女
性
た
ち
に
、
自
分
に
似
た
男
子
を
出
産
し
た
な
ら
ば
、
そ

の
母
親
を
本
妻
に
し
、
子
ど
も
に
家
督
を
譲
る
と
語
る
。
─
（
要
望
）
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・
屋
敷
に
は
主
人
公
の
他
に
男
性
が
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
性
た
ち
は
主
人

公
に
似
て
も
似
つ
か
な
い
男
子
を
出
産
す
る
。
原
因
を
詮
索
す
る
と
、
芝
居
見

物
の
際
に
目
に
し
た
役
者
に
ほ
れ
こ
ん
だ
、そ
の
一
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

─
（
対
応
）（
執
心
）

　

・
主
人
公
は
素
人
女
の
執
着
に
嫌
気
が
さ
し
、
女
性
た
ち
を
他
所
へ
嫁
に
出
す
。

─
（
対
応
）（
消
耗
）

〈
巻
中
の
四
〉

　
・
欲
求
不
満
を
募
ら
せ
た
主
人
公
は
、
諸
国
男
執
行
に
回
る
女
性
た
ち
を
見
つ
け
、

そ
の
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
目
つ
き
や
腰
つ
き
に
心
引
か
れ
る

0

0

0

0

0

。
─（
主
人
公
執
心
）

　

・
欲
求
不
満
を
募
ら
せ
た
主
人
公
は
、
諸
国
男
執
行
に
回
る
女
性
た
ち
を
見
つ
け

幕
の
内
へ
引
き
込
む
。
─
（
執
心
）

　

・
主
人
公
と
女
性
た
ち
は
情
事
に
及
ぶ
。
女
性
た
ち
は
強
力
な
性
力
を
有
し
て
い

た
た
め
、
主
人
公
は
音
を
上
げ
て
許
し
を
請
う
。
─
（
主
人
公
要
望
）

　

・
女
性
た
ち
は
主
人
公
に
構
わ
ず
行
為
を
続
け
る
。
そ
し
て　

女
性
た
ち
は
我
々

の
一
生
の
想
い
出
に
飽
き
る
ま
で
付
き
合
っ
て
下
さ
い
と
語
る
と
、
そ
の
言
葉

を
聞
い
た
主
人
公
は
、
困
惑
し
意
識
を
失
う
。
─
（
女
性
対
応
）（
女
性
執
心
）

（
主
人
公
消
耗
）

（
※
第
四
章
は
、
主
人
公
が
女
性
と
の
関
係
が
原
因
で
消
耗
す
る
こ
と
が
共
通
し

て
い
る
。）

〇
第
五
章

〈
巻
上
の
五
〉

　

・
莫
大
な
財
力
を
誇
る
主
人
公
は
、
島
原
の
幇
間
た
ち
を
前
に
し
て
望
む
金
銭
の

額
を
述
べ
よ
と
語
る
。
─
（
要
望
）

　

・
幇
間
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
苦
し
い
懐
事
情
を
語
る
。
そ
し
て
、
望
み
通
り
の
金
銭

が
頂
け
る
な
ら
ば
、身
体
を
張
っ
た
無
謀
な
一
芸
を
披
露
す
る
と
語
る
。
─（
対

応
）（
執
心
）

　

・
主
人
公
は
幇
間
た
ち
に
望
み
通
り
の
金
額
を
授
け
る
が
、
嶋
原
の
内
情
を
知
る

と
当
地
で
の
遊
び
が
面
白
く
な
く
な
る
。
─
（
対
応
）（
消
耗
）

〈
巻
中
の
五
〉

　

・
主
人
公
は
女
郎
を
毎
日
、
一
人
づ
つ
揚
げ
て
契
り
を
結
ぶ
。

　

・
吉
原
の
恋
塚
と
い
う
三
分
取
り
の
女
郎
は
、
主
人
公
の
遊
び
の
真
意
を
詮
索
し

て
、
契
り
を
結
ぼ
う
と
し
な
い
。
─
（
対
応
）

　

・
主
人
公
は
大
願
が
あ
っ
て
逢
い
た
い
と
恋
塚
を
口
説
く
が
、
彼
女
は
承
知
し
な

い
。
主
人
公
は
一
日
一
人
の
色
遊
び
の
計
算
が
合
わ
な
く
な
る
の
で
、
間
に
合

わ
せ
に
宿
の
仲
居
女
を
相
手
に
す
る
。
─
（
執
心
）

　

・
主
人
公
は
色
里
の
女
性
を
一
人
残
ら
ず
相
手
に
す
る
と
、
素
人
女
に
か
か
り
切

り
に
な
る
。
後
に
は
少
し
ず
つ
興
ざ
め
し
て
、
遊
び
を
取
り
や
め
る
。
─
（
消

耗
）

〈
巻
下
の
五
〉

　

・
性
力
が
限
界
に
達
し
た
主
人
公
は
、
幇
間
た
ち
に
、
再
び
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら

ば
美
し
い
女
性
に
生
ま
れ
、
世
間
の
男
性
の
性
力
を
枯
渇
さ
せ
た
い
と
願
い
を

語
る
。
─
（
要
望
）
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・
無
常
を
痛
感
し
た
主
人
公
一
行
は
、
庵
を
こ
し
ら
え
て
籠
も
り
、
後
世
を
願
う

が
、
か
つ
て
も
て
あ
そ
ん
だ
女
性
た
ち
の
執
心
に
さ
い
な
ま
れ
命
を
落
と
す
。

─
（
対
応
）（
執
心
）（
消
耗
）

（
※
第
五
章
は
、
主
人
公
が
他
者
を
嫌
気
し
て
遊
興
を
取
り
や
め
る
こ
と
が
共
通

し
て
い
る
。）

　

右
に
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
各
巻
各
章
の
話
の
展
開
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も

共
通
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
各
巻
は
同
一
の
構
想
に
基
づ
い
て
、
適
宜
、
主
人

公
と
登
場
人
物
の
関
係
が
設
定
さ
れ
、
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
共
通
す
る
部

分
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

そ
し
て
、
能
・
浄
瑠
璃
の
段
構
成
に
序
破
急
（
導
入
・
転
換
・
終
結
）
の
概
念
が

あ
る
よ
う
に
、
各
巻
に
お
け
る
話
の
展
開
も
、
同
様
の
概
念
の
も
と
構
成
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
序
破
急
に
例
え
る
な
ら
ば
、
主
人
公
な
い
し
他
者
の
有

り
余
る
性
力
と
、
異
性
へ
の
執
心
が
語
ら
れ
る
第
一
章
の
話
が
「
序
」（
導
入
）
で

あ
る
。
他
者
が
自
己
の
執
心
、
な
い
し
は
主
人
公
の
執
心
に
よ
っ
て
消
耗
す
る
第
二

章
の
話
が
、「
破
一
段
」（
展
開
）
で
あ
る
。
主
人
公
の
放
蕩
を
目
撃
し
た
他
者
が
、

執
心
を
口
に
し
な
が
ら
も
羨
望
を
抱
く
、
な
い
し
は
主
人
公
が
他
者
へ
の
執
心
を
口

に
し
な
が
ら
も
羨
望
を
抱
く
第
三
章
の
話
が
、「
破
二
段
」（
展
開
）
で
あ
る
。
主
人

公
が
他
者
の
執
心
、
な
い
し
は
自
己
の
執
心
に
よ
っ
て
消
耗
す
る
第
四
章
の
話
が
、

「
破
三
段
」（
展
開
）
で
あ
る
。
主
人
公
が
他
者
や
自
己
の
執
心
を
嫌
気
し
て
、「
も

て
あ
そ
び
」
を
一
時
、
な
い
し
永
久
に
停
止
す
る
第
五
章
の
話
が
、「
急
」（
終
結
）

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
話
の
展
開
を
図
式
的
に
み
る
と
、
浄
瑠
璃
な
ら
ば
ヤ
マ
場
（「
破

二
段
」）
に
相
当
す
る
第
三
章
を
境
に
し
て
、
執
心
に
よ
っ
て
消
耗
す
る
人
物
が
、

他
者
か
ら
主
人
公
へ
と
お
お
よ
そ
変
化
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
巻
下
の
み
す
べ
て
の

章
に
お
い
て
主
人
公
が
消
耗
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）。
本
書
が
、

も
て
あ
そ
ん
だ
女
性
の
執
心
に
よ
っ
て
主
人
公
が
命
を
落
と
す
因
果
応
報
譚
的
な
物

語
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
各
巻
の
話
の
展
開
も
、
因
果
応
報
の
道
理

を
表
現
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
各
章
独
立
し
た
内
容
で
あ
る
よ
う
に
、

主
人
公
を
要
因
と
し
た
他
者
の
消
耗
と
、
他
者
を
要
因
と
し
た
主
人
公
の
消
耗
の
間

に
、
因
果
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
第
三
章
を
境
に
し
た
前
後
の
章
に
は
、
因
果
関
係
は
な
い
に
せ
よ
、

話
の
展
開
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
且
つ
、
主
人
公
と
他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関

係
が
、
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
話
の
関
係
が
確
認
で
き

る
章
と
章
の
組
み
合
わ
せ
に
は
規
則
性
が
あ
り
、
第
一
章
と
第
五
章
、
第
二
章
と
第

四
章
に
の
み
確
認
で
き
、
そ
の
他
に
は
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
話
の

関
係
は
、
い
ず
れ
も
前
述
の
要
望
と
対
応
と
い
う
話
の
枠
組
み
の
内
部
に
位
置
し
て

い
る
。
先
に
各
章
の
話
の
展
開
に
つ
い
て
は
確
認
し
た
が
、
各
巻
内
部
で
の
第
一
章

と
第
五
章
、
第
二
章
と
第
四
章
に
お
け
る
話
の
展
開
の
共
通
す
る
部
分
と
、
登
場
人

物
の
対
照
的
な
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
一
度
、
話
を
見
て
み
よ
う
。
巻
上
を
例

と
し
て
そ
の
要
点
を
次
に
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
巻
中
・
下
の
各
章
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
都
合
、
比
較
を
割
愛
す
る
。
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〇
第
一
章
と
第
五
章

〈
巻
上
の
一
〉

　

・
主
人
公
は
屋
敷
の
女
性
を
集
め
女
相
撲
を
催
す
。
勝
者
に
は
褒
美
を
与
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と

語
る
。
─
（
要
望
）

　

・
女
性
た
ち
は
褒
美
欲
し
さ
に
本
気
で
相
撲
を
取
る
が
、
い
ず
れ
も
引
き
分
け
に

終
わ
る
。
─
（
対
応
）（
執
心
）

〈
巻
上
の
五
〉

　

・
莫
大
な
財
力
を
誇
る
主
人
公
は
、
島
原
の
幇
間
た
ち
に
望
む
金
銭
の
額
を
述
べ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ0

と
語
る
。
─
（
要
望
）

　

・
幇
間
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
苦
し
い
懐
事
情
を
語
り
、
要
望
通
り
の
金
額
が
頂
け
る

の
な
ら
ば
、身
体
を
張
っ
た
無
謀
な
一
芸
を
披
露
す
る
と
語
る
。
─（
対
応
）（
執

心
）

　

・
主
人
公
は
幇
間
た
ち
に
望
み
通
り
の
金
額
を
授
け
る
が
、
廓
の
内
情
を
知
る
と

島
原
も
面
白
く
な
く
な
る
。
─
（
対
応
）（
主
人
公
消
耗
）

（
※
主
人
公
が
他
者
（
屋
敷
の
女
性
・
幇
間
）
へ
私
財
（
褒
美
・
金
銭
）
を
提
供

す
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
上
の
一
で
は
褒
美
ほ
し
さ
に
行
動
す

る
他
者
（
屋
敷
の
女
性
）
が
体
力
を
消
耗
す
る
が
、
一
方
で
巻
上
の
五
で
は
他
者

（
幇
間
）
の
発
言
か
ら
廓
の
内
情
を
知
っ
た
主
人
公
が
精
神
を
消
耗
す
る
。）

〇
第
二
章
と
第
四
章

〈
巻
上
の
二
〉

　

・
女
性
た
ち
は
男
日
照
り
を
嘆
き
、
淋
し
さ
か
ら
一
人
の
女
性
が
、
せ
め
て
男
の

0

0

0

0

0

袖
を
吹
い
て
き
た
風
に
当
た
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
う
。
─
（
要
望
）（
執
心
）

　

・
女
性
た
ち
は
み
な
で
縁
側
に
立
ち
並
び
、
美
し
い
裸
体
を
さ
ら
す
が
、
そ
の
様

子
を
見
る
人
は
お
ら
ず
、
虚
し
く
行
為
を
終
え
る
。
─
（
対
応
）（
消
耗
）

〈
巻
上
の
四
〉

　

・
屋
敷
に
は
主
人
公
の
他
に
男
性
が
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
性
た
ち
は
主
人

公
に
似
て
も
似
つ
か
な
い
男
子
を
出
産
す
る
。主
人
公
が
原
因
を
詮
索
す
る
と
、

芝
居
見
物
の
際
に
目
に
し
た
役
者
に
ほ
れ
こ
ん
だ

0

0

0

0

0

、0、そ
の
一
念

0

0

0

0

に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
─
（
対
応
）（
執
心
）

　

・
主
人
公
は
素
人
女
の
執
着
に
嫌
気
が
さ
し
、
女
性
た
ち
を
他
所
へ
嫁
に
出
す
。

─
（
対
応
）（
主
人
公
消
耗
）

（
※
屋
敷
の
女
性
た
ち
が
男
性
に
憧
れ
を
抱
く
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

巻
上
の
四
で
は
、
屋
敷
の
女
性
た
ち
が
男
の
袖
を
吹
い
て
き
た
風
に
裸
体
を
さ
ら

す
が
、
何
も
起
こ
る
は
ず
な
く
、
精
神
を
消
耗
す
る
。
一
方
で
巻
上
の
五
で
は
屋

敷
の
女
性
た
ち
は
、
関
係
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
役
者
の
顔
に
う
り
二
つ
の
男
子

を
出
産
し
、そ
の
奇
妙
な
事
実
を
知
っ
た
主
人
公
は
困
惑
し
、精
神
を
消
耗
す
る
。）

　

右
の
通
り
、
巻
上
に
お
け
る
第
一
章
と
第
五
章
、
第
二
と
第
四
章
を
比
較
す
る
と
、

二
つ
の
話
の
間
に
因
果
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
話
の
展
開
に
共
通
す

る
部
分
が
あ
り
、
且
つ
、
主
人
公
と
他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関
係
が
対
照
的
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
話
の
関
係
は
、
巻
中
と
巻
下
そ
れ
ぞ

れ
の
第
一
章
と
第
五
章
、
第
二
と
第
四
章
に
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
三
巻
す
べ

て
に
お
い
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
す
べ
て

0

0

0

と
い
う
事
実
か
ら
す
る
と
、
話



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

七
二

の
共
通
す
る
部
分
や
、
対
照
的
な
設
定
が
、
各
巻
内
部
の
当
該
箇
所
に
、
意
図
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

確
認
で
き
る
位
置
が
、
前
述
の
序
破
急
の
「
序
」
と
「
急
」
に
相
当
す
る
第
一
章

と
第
五
章
、「
破
一
段
」
と
「
破
三
段
」
に
相
当
す
る
第
二
章
と
第
四
章
の
組
み
合

わ
せ
に
限
定
さ
れ
る
理
由
は
、
や
は
り
、
各
巻
が
能
・
浄
瑠
璃
の
五
段
構
成
を
模
し

た
か
の
よ
う
な
展
開
を
辿
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

今
一
度
、
格
段
の
構
成
要
素
を
簡
単
に
確
認
す
れ
ば
、
浄
瑠
璃
な
ら
ば
初
段
が
事

件
の
発
生
、
二
段
が
事
件
の
展
開
、
三
段
が
事
件
の
ヤ
マ
場
、
四
段
が
事
件
の
新
展

開
（
解
決
へ
の
道
筋
の
提
示
）、
五
段
が
事
件
の
解
決
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
段
構
成
と
は
例
え
る
な
ら
ば
、三
段
を
頂
点
と
し
た
山
の
よ
う
な
形
状
で
あ
っ
て
、

初
段
と
二
段
が
山
頂
（
三
段
）
へ
と
向
か
う
登
り
側
の
麓
（
初
段
）
と
中
腹
（
二
段
）

で
あ
っ
て
、
四
段
と
五
段
が
下
り
側
の
中
腹
（
四
段
）
と
麓
（
五
段
）
で
あ
る
。

　

本
書
の
各
巻
は
こ
う
し
た
浄
瑠
璃
の
五
段
構
成
を
模
し
た
か
の
よ
う
な
構
成
で
あ

り
、
か
つ
第
三
章
を
軸
に
第
一
章
と
第
五
章
、
第
二
章
と
第
四
章
の
話
の
一
部
分
が

対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
対
照
的
な
話
の
設
定
と
は
、
事
件
の
発
生
と

解
決
と
い
う
よ
う
な
、
緊
張
感
の
等
し
い
話
（
山
に
例
え
る
な
ら
ば
同
一
高
度
）
の

間
に
出
現
す
る
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
各
巻
の
第
三
章
に
つ
い
て
は
、
本
章
が
ヤ
マ
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う

に
、
主
人
公
の
も
て
あ
そ
び
が
頂
点
に
達
す
る
。
第
三
章
で
は
、
遊
興
に
耽
る
主
人

公
の
姿
は
、
神
仏
に
例
え
ら
れ
、
そ
の
様
子
を
目
撃
し
た
他
者
は
、
身
勝
手
に
振
る

舞
う
主
人
公
に
対
し
て
憤
慨
す
る
と
同
時
に
、
羨
望
を
抱
く
（
巻
下
で
は
、
主
人
公

が
吉
原
の
太
夫
を
自
由
に
出
来
ず
立
腹
し
、
揚
屋
の
亭
主
が
語
る
太
夫
の
姿
に
主
人

公
が
羨
望
を
抱
く
）。
こ
う
し
た
神
仏
に
例
え
た
比
喩
表
現
や
、
他
者
か
ら
主
人
公

に
怒
り
と
い
う
鋭
利
な
感
情
が
向
け
ら
れ
る
場
面
は
、
他
章
で
は
確
認
で
き
な
い
特

徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
章
が
話
の
ヤ
マ
場
（
転
換
点
）
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、第
三
章
が
話
の
境（
転
換
点
）で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
、「
川
」

（
巻
上
）、「
船
（
舟
）」（
巻
中
・
下
）
と
い
う
水
に
関
連
す
る
場
面
が
、
本
章
に
の

み
確
認
で
き
る
。『
俳
諧
類
船
集
』
に
は
「
川
」
の
縁
語
に
「
境
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る（

（
（

、
言
わ
ば
第
三
章
と
は
、
第
一
・
二
章
と
第
四
・
五
章
の
話
を
分
か
つ
、
分
水

嶺
な
の
で
あ
る
。
巻
中
・
下
の
「
船
（
舟
）」
に
つ
い
て
も
、
主
人
公
が
乗
船
し
川0

を
移
動
す
る
よ
う
に
、
そ
の
出
現
は
巻
上
と
同
様
の
暗
示
的
な
意
味
が
あ
る
と
み
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
章
を
話
の
境
（
転
換
点
）
と
み
た
場
合
、
お
お
よ
そ
で
は

あ
る
が
、
前
半
を
主
人
公
が
原
因
で
他
者
が
執
心
を
抱
え
消
耗
す
る
話
、
後
半
を
他

者
の
執
心
に
よ
っ
て
主
人
公
が
消
耗
す
る
話
と
区
分
で
き
る
。
言
う
な
れ
ば
執
心
の

蓄
積
（
前
半
）
と
、
噴
出
（
後
半
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
後
の
個
々
の
話
に

は
因
果
関
係
は
な
い
に
せ
よ
、
展
開
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
且
つ
、
主
人
公
と

他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関
係
が
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
章
の
話

の
関
係
（
構
造
）
は
、
結
末
で
主
人
公
が
も
て
あ
そ
ん
だ
女
性
（
他
者
）
た
ち
の
執

心
に
さ
い
な
ま
れ
命
を
落
と
す
よ
う
に
、
彼
の
身
に
不
幸
な
末
路
が
訪
れ
る
こ
と
を

予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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語
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全
体
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造

　

各
巻
の
内
部
は
序
破
急
の
よ
う
な
三
段
構
成
（
導
入
・
転
換
・
終
結
）
で
あ
り
、

か
つ
第
三
章
を
転
換
点
と
し
て
、
前
後
の
話
の
一
部
分
（
執
心
に
よ
る
他
者
と
主
人

公
の
消
耗
）
が
、
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
央
に
位
置
す
る

第
三
章
を
境
に
、
主
人
公
が
優
位
か
ら
劣
位
に
転
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三

段
構
成
と
、
話
の
対
照
的
な
設
定
は
、
各
巻
内
部
だ
け
で
な
く
、
巻
上
・
中
・
下
の

物
語
全
体
を
通
し
て
も
存
在
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
巻
上
は
男
性
不
足
を
女
性
が
嘆
く
世
界
、
巻
中
は
男
性
と
女

性
の
性
力
が
衝
突
す
る
世
界
、
下
巻
は
女
性
不
足
を
男
性
が
嘆
く
世
界
で
あ
る
。
そ

の
三
つ
の
世
界
（
三
都
）
で
活
動
す
る
主
人
公
は
、「
た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女

道
と
思
ひ
入
」
れ
る
人
物
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
巻
上
の
一
）。
そ
の
人
物

像
か
ら
各
巻
を
図
式
的
に
見
れ
ば
、
男
女
の
性
力
が
衝
突
す
る
世
界
（
巻
中
）
を
境

に
し
て
、
主
人
公
に
好
都
合
な
世
界
（
巻
上
）
か
ら
、
不
都
合
な
世
界
（
巻
下
）
に

転
じ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
各
巻
の
展
開
（
同
数
の
章
）
を
比
較
す
る
と
、
提
出
さ
れ
る
要
望
や
対
応
の

性
質
に
は
共
通
性
が
存
在
し
た
が
、
同
時
に
各
巻
の
内
部
構
成
と
同
じ
く
、
主
人
公

と
他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関
係
が
、
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今

一
度
、
こ
の
観
点
か
ら
第
二
章
を
例
と
し
て
、
そ
の
要
点
を
次
に
取
り
上
げ
る
。
な

お
、
他
章
に
お
い
て
は
紙
幅
の
都
合
、
比
較
を
割
愛
す
る
。

〈
巻
上
の
二
〉

　

・
主
人
公
の
屋
敷
に
暮
ら
す
女
性
た
ち
は
、
男
日
照
り
を
嘆
き

0

0

0

0

0

0

0

、
淋
し
さ
か
ら
一

人
の
女
性
が
、せ
め
て
男
の
袖
を
吹
い
て
き
た
風
に
当
た
ろ
う
と
言
う
。
─（
要

望
）（
執
心
）

　

・
女
性
た
ち
は
み
な
で
縁
側
に
立
ち
並
び
、
美
し
い
裸
体
を
さ
ら
す
が
、
そ
の
様

子
を
見
る
人
は
お
ら
ず
、
虚
し
く
行
為
を
終
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
─
（
消
耗
）

〈
巻
中
の
二
〉

　

・
主
人
公
を
相
手
に
し
た
後
家

0

0

た
ち
は
、
彼
の
性
力
の
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
正
気

0

0

を
保
っ
て
帰
路
に
就
く
者
は
い
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
─
（
主
人
公
執
心
）（
女
性
消
耗
）

〈
巻
下
の
二
〉

　

・
主
人
公
の
色
遊
び
に
誘
わ
れ
た
女
性
の
う
ち
の
一
人
が
、
主
人
公
が
他
の
女
性

に
掛
か
り
切
り
に
な
り
、自
身
を
放
置
し
た

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
不
満
を
言
う
。
─
（
執
心
）

　

・
主
人
公
と
幇
間
が
不
満
を
言
う
女
性
の
相
手
を
す
る
と
、
女
性
は
満
足
し
て
、

気
に
入
っ
た
幇
間
に
心
付
け
を
渡
し

0

0

0

0

0

0

、0、帰
路
に
就
く

0

0

0

0

0

。
─
（
女
性
消
耗
（
金
銭
））

　

・
主
人
公
は
江
戸
に
若
盛
り
の
男
た
ち
を
送
り
込
ん
で
、
女
性
た
ち
の
相
手
を
さ

せ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
商
売
よ
り
ま
し
だ
ろ
う
と
思
案
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

商
売
も
寿
命
が
縮
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
至
り
、
座
敷
を
引
き
上
げ

る
。
─
（
主
人
公
消
耗
）

　

各
巻
の
第
二
章
を
比
較
す
る
と
、男
日
照
り
を
嘆
く
女
性
（
巻
上
）、後
家
（
巻
中
）、

放
置
さ
れ
た
女
性
（
巻
下
）
と
い
う
よ
う
に
、
男
性
関
係
を
持
た
な
い
女
性
が
登
場

す
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
上
で
は
男
日
照
り
（
主
人
公
不
在
・
執
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心
）
が
原
因
で
女
性

0

0

（0

、他
者

0

0

）0、が
精
神
を
消
耗

0

0

0

0

0

0

す
る
一
方
、
巻
下
で
は
放
置
さ
れ
た

こ
と
に
不
満
（
執
心
）
を
述
べ
る
女
性
（
他
者
）
に
対
応
し
た
主
人
公
が
精
神
を
消

0

0

0

0

0

0

0

0

耗0

し
て
い
る
（
女
性
も
金
銭
を
消
耗
）。
巻
中
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
に
対
応
し
た

女
性

0

0

（0

、他
者

0

0

）0、が
、
彼
の
強
靱
な
性
力
（
執
心
）
が
原
因
で
、
心
身
と
も
に
消
耗

0

0

0

0

0

0

0

す

る
よ
う
に
、
主
人
公
の
も
て
あ
そ
び
の
強
度
が
巻
上
と
巻
下
に
比
べ
て
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　

右
に
は
、
各
巻
の
第
二
章
を
例
に
取
り
上
げ
た
が
、
他
章
に
つ
い
て
も
主
人
公
と

他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関
係
は
、
第
二
章
と
同
様
に
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
関
係
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
第
一
章
〉
巻
上
─
他
者
消
耗
、
巻
中
─
他
者
消
耗
、
下
巻
─
他
者
・
主
人
公
消
耗

〈
第
三
章
〉
巻
上
─
他
者
消
耗
、
巻
中
─
他
者
・
主
人
公
消
耗
、
巻
下
─
主
人
公
消

耗

〈
第
四
章
〉
巻
上
─
他
者
・
主
人
公
消
耗
、
巻
中
─
主
人
公
消
耗
、
巻
下
─
主
人
公

消
耗

〈
第
五
章
〉
巻
上
─
他
者
・
主
人
公
消
耗
、
巻
中
─
主
人
公
消
耗
、
巻
下
─
主
人
公

消
耗

　

各
巻
の
同
数
の
章
に
お
け
る
消
耗
す
る
人
物
を
比
較
す
る
と
、
物
語
が
巻
上
か
ら

巻
中
、
巻
下
へ
と
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
他
者
と
主
人
公
（
も
し
く
は
他
者
単
独
）

か
ら
、
主
人
公
単
独
（
も
し
く
は
他
者
と
主
人
公
）
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
詳

細
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
が
、
巻
中
の
各
章
で
は
い
ず
れ
も
主
人
公
の
も
て
あ
そ
び

の
強
度
が
、巻
上
と
巻
下
の
同
数
の
章
に
比
べ
て
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

三
巻
の
同
数
の
章
に
お
け
る
話
の
関
係
は
、
各
巻
の
話
が
そ
の
内
部
に
お
い
て
中
央

の
第
三
章
を
境
（
頂
点
）
に
、
主
人
公
が
他
者
に
対
し
て
優
位
か
ら
劣
位
に
回
る
三

段
展
開
で
あ
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
各
巻
の
第
一
章
と
第
五
章
、
第
二
章
と
第
四
章
に
は
、

話
の
展
開
に
共
通
し
た
部
分
が
あ
り
、
且
つ
、
主
人
公
と
他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関

係
（
主
人
公
の
優
位
（
第
一
・
二
章
）
と
劣
位
（
第
四
・
五
章
））
が
対
照
的
に
設

定
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
各
章
の
話
の
関
係
は
、
各
巻
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
巻

と
い
う
区
分
を
越
え
て
確
認
で
き
る
。
巻
上
の
二
を
例
に
挙
げ
る
と
、
本
章
は
巻
上

の
四
に
加
え
て
、
巻
中
の
四
・
巻
下
の
四
と
の
間
に
も
、
話
し
の
展
開
に
共
通
す
る

と
こ
ろ
と
、
主
人
公
と
他
者
の
執
心
と
消
耗
の
関
係
が
対
照
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る

の
が
確
認
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
巻
上
の
二
を
基
点
と
し
た
場
合
を

例
と
し
て
、
話
の
展
開
の
類
似
点
と
、
対
照
的
に
設
定
さ
れ
た
主
人
公
と
他
者
の
関

係
の
要
点
を
次
に
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
巻
上
の
二
と
巻
上
の
四
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
本
稿
第
二
章
で
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
比
較
に
つ
い
て
は

割
愛
す
る
。
ま
た
、
本
稿
の
第
一
・
二
章
に
お
い
て
、『
三
所
世
帯
』
各
巻
各
章
の

話
し
の
展
開
の
要
点
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
各
巻
を

横
断
す
る
話
題
の
共
通
点
と
、
登
場
人
物
の
対
照
的
な
関
係
ま
で
は
、
網
羅
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

〈
巻
上
の
二
〉

　

・
女
性
た
ち
は
み
な
で
縁
側
に
立
ち
並
び
、
美
し
い
裸
体
を
さ
ら
す
が
、
そ
の
様

子
を
見
る
人
は
お
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

、
虚
し
く
行
為
を
終
え
る
。
─
（
女
性
消
耗

0

0

0

0

）
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〈
巻
中
の
四
〉

　
・
欲
求
不
満
を
募
ら
せ
た
主
人
公
は
、
諸
国
男
執
行
に
回
る
女
性
た
ち
を
見
つ
け
、

そ
の
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
目
つ
き
や
腰
つ
き
に
心
引
か
れ
る

0

0

0

0

0

。
─
（
後
に
こ
の
場

面
に
登
場
す
る
女
性
が
原
因
で
主
人
公
消
耗

0

0

0

0

0

）

〈
巻
下
の
四
〉

　

・
主
人
公
は
、
必
要
経
費
を
払
い
身
請
け
し
た
太
夫
を
遊
女
屋
に
置
い
た
ま
ま
に

す
る
。
今
ま
で
の
勤
め
通
り
太
夫
を
揚
屋
ま
で
呼
び
寄
せ
、
そ
の
道
中
を
見
物

し
た
人
た
ち
に
、
そ
の
途
方
も
な
い
座
敷
遊
び
を
あ
こ
が
れ
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

。
─
（
後

に
こ
の
遊
び
が
原
因
で
主
人
公
消
耗

0

0

0

0

0

）

　

こ
う
し
た
巻
と
い
う
区
分
を
横
断
し
た
各
章
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
右
に
取
り
上

げ
た
巻
上
の
二
と
巻
中
の
四
・
巻
下
の
四
だ
け
で
な
く
、
各
巻
す
べ
て
の
第
一
章
と

第
五
章
、
第
二
章
と
第
四
章
を
比
較
し
た
場
合
に
確
認
で
き
る
（
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
紙
幅
の
都
合
、比
較
を
割
愛
す
る
）。
つ
ま
り
、各
章
間
の
対
照
的
な
話
の
設
定（
主

人
公
と
他
者
の
対
照
的
な
関
係
）
と
は
、
各
巻
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
巻
と
い
う
区

分
を
越
え
て
作
中
全
体
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
全
方
位
的
な
仕
組
み
で
あ
る
と
い

え
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、
各
巻
の
内
部
で
は
中
央
に
位
置
す
る
第
三
章
が
話
の
転
換
点
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
物
語
全
体
で
も
中
央
に
位
置
す
る
巻
中
の
三
が
、
話
の
転
換
点
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。先
述
し
た
よ
う
に
巻
中
の
三
以
降
の
話
に
は
、

そ
の
す
べ
て
で
主
人
公
が
他
者
な
い
し
自
己
の
執
心
に
よ
っ
て
消
耗
す
る
姿
が
み
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
話
の
性
質
の
変
化
の
一
つ
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
も
、
巻
中
の
三

が
物
語
全
体
の
転
換
点
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
実
だ

け
を
も
っ
て
し
て
、
巻
中
の
三
が
物
語
全
体
の
転
換
点
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。

　

叙
述
の
煩
雑
化
を
避
け
る
た
め
、
前
章
で
は
指
摘
し
な
か
っ
た
が
、
巻
中
の
三
に

は
、
本
章
が
物
語
の
転
換
点
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
「
竜
宮
の
乙
姫
」
が
登
場
す

る
。
彼
女
は
、
女
性
を
も
て
あ
そ
ぶ
主
人
公
の
姿
に
激
怒
し
、
彼
か
ら
「
り
ん
の
た

ま
」（
性
力
の
源
の
意
）
を
取
り
上
げ
て
、
竜
宮
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
面
は
謡
曲
『
海
士
』
に
お
け
る
海
女
が
龍
宮
か
ら
宝

珠
を
取
り
返
す
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
逆
設
定
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

竜
宮
の
乙
姫
の
登
場
は
、
話
の
展
開
か
ら
す
る
と
、
一
見
、
唐
突
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
中
巻
第
三
章
以
降
、
彼
女
の
言
葉
通
り
、
主
人
公
の
性
力
や
財
力
を
担
保

に
し
た
他
者
へ
の
優
位
は
崩
れ
、
彼
は
劣
位
に
立
た
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、

巻
中
の
三
に
お
け
る
『
海
士
』
の
一
場
面
を
逆
設
定
し
た
場
面
と
は
、
言
わ
ば
世
界

の
秩
序
が
逆
転
す
る
場
面
で
あ
っ
て
、
物
語
の
転
換
点
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
乙
姫
の
よ
う
な
主
人
公
よ
り
も
上
位
に
位
置
す
る
神
仏
の
ご
と
き
存

在
は
、
主
人
公
自
身
が
神
仏
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
（
巻
上
・
中
・
下
第

三
章
）、
他
に
登
場
し
な
い
。
加
え
て
主
人
公
の
肉
体
（
性
力
）
を
消
耗
さ
せ
る
人

物
は
、
物
語
全
体
を
通
し
て
乙
姫
が
最
初
で
あ
る
。
当
該
章
以
前
に
も
、
主
人
公
が

消
耗
す
る
姿
は
巻
上
の
第
四
・
五
章
に
も
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
精

神
の
消
耗
で
あ
っ
て
、
彼
の
肉
体
（
性
力
）
に
は
変
化
が
な
い
。
さ
ら
に
、
本
書
三

巻
の
中
で
も
、
巻
中
が
「
も
て
あ
そ
び
」
の
頂
点
で
あ
る
と
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
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該
章
の
前
後
に
は
、
主
人
公
が
数
多
の
後
家
を
相
手
に
正
気
を
失
わ
せ
る
ほ
ど
に
追

い
込
む
話
（
圧
倒
的
優
位
・
巻
中
の
二
）
と
、
諸
国
を
男
修
行
に
回
る
女
性
を
相
手

に
し
た
主
人
公
が
、
死
を
意
識
す
る
ほ
ど
に
追
い
込
ま
れ
る
話
（
圧
倒
的
劣
位
・
巻

中
の
四
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
巻
中
の
三
と
、
そ
の
前
後
章
に
お
け
る
他
章
と
は

質
を
異
に
す
る
話
の
設
定
か
ら
も
、
当
該
章
が
物
語
全
体
の
転
換
点
で
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
よ
う
。

　

以
上
、
本
書
は
巻
上
・
中
・
下
の
三
巻
に
よ
っ
て
、
序
破
急
（
導
入
・
転
換
・
終

結
）
を
構
成
し
、
中
央
に
位
置
す
る
巻
中
の
三
を
境
に
、
物
語
は
主
人
公
の
優
勢
か

ら
劣
勢
に
大
き
く
転
換
す
る
。
そ
れ
は
、
能
・
浄
瑠
璃
の
五
段
構
成
を
模
し
た
か
の

よ
う
な
展
開
を
辿
る
各
巻
の
内
部
（
五
章
）
も
同
様
で
あ
る
。
各
巻
内
部
に
も
序
破

急
の
よ
う
な
区
分
が
存
在
し
、
破
の
二
に
相
当
す
る
中
央
の
第
三
章
を
境
に
主
人
公

の
優
劣
が
転
換
す
る
。物
語
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
各
章
の
話
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
主
人
公
と
他
者
の
、
要
望
と
対
応
と
い
う
話
の
枠
組
み
と
、
執
心
に
よ
る

消
耗
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
話
は
、
執
心
と
い

う
負
の
感
情
を
軸
に
し
て
、
複
雑
多
岐
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
語
全

体
、
各
巻
、
各
章
は
入
れ
子
構
造
で
あ
る
と
同
時
に
、
網
の
よ
う
な
関
係
を
構
築
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
話
全
体
の
構
造
は
、『
俳
諧
類
舩
集
』
に
お
い
て
、「
執

心
」
の
縁
語
に
「
深
い
」
と
い
う
言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
作
中
に
出
現

す
る
「
り
ん
き
」（
巻
上
の
二
）
の
縁
語
に
「
丑
の
刻
参
」、「
執
念
」（
巻
中
の
三
）

の
縁
語
に
、「
蛇
」
と
い
う
言
葉
が
同
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
人
公
に

向
け
ら
れ
た
他
者
の
負
の
感
情
の
深
さ
、
絡
み
つ
く
さ
ま
を
立
体
的
に
表
現
し
よ
う

と
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

四
、
三
都
の
配
置

　

と
こ
ろ
で
、『
三
所
世
帯
』
と
題
す
る
本
書
に
は
、
巻
上
に
京
、
巻
中
に
大
坂
、

巻
下
に
江
戸
の
順
で
三
都
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
作
者
は
な
ぜ
、
こ
の
順
で
三
都

を
配
置
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
な
ぜ
、
巻
上
の
京
と
巻
下
の
江
戸
の
話
に
は
、
主

人
公
と
他
者
の
関
係
の
優
劣
が
対
照
的
に
設
定
さ
れ
、
巻
中
の
大
坂
は
主
人
公
の
も

て
あ
そ
び
の
頂
点
（
転
換
点
）
と
し
て
話
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
構
成
・
設
定
に
至
っ
た
発
想
の
根
拠
を
、
西
鶴
の
他
の
浮
世
草
子
に

お
け
る
三
都
へ
の
認
識
を
手
が
か
り
に
し
て
、
少
し
ば
か
り
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、京
と
江
戸
に
お
け
る
話
が
、対
照
的
に
設
定
さ
れ
た
根
拠
に
つ
い
て
は
、『
好

色
一
代
女
』
の
京
と
江
戸
を
舞
台
に
し
た
「
国
主
の
艶
妾
」（
巻
一
の
三
）
に
手
が

か
り
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
そ
こ
で
は
、
二
つ
の
都
市
の
女
性
の
特
徴
が
次
の

よ
う
に
比
較
さ
れ
て
い
る
。

東
そ
だ
ち
の
す
え
ず
え
の
女
は
あ
ま
ね
く
ふ
つ
つ
か
に
、
足
ひ
ら
た
く
、
く
び

す
ぢ
か
な
ら
ず
ふ
と
く
、
肌
へ
か
た
く
、
心
に
如
在
も
な
く
て
、
情
け
に
う
と

く
、
欲
を
し
ら
ず
、
物
に
恐
れ
ず
、
心
底
ま
こ
と
は
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
て
色

道
の
慰
み
に
は
な
り
が
た
し
。
女
は
都
に
ま
し
て
何
国
を
沙
汰
す
べ
し
。

色
恋
の
相
手
と
し
て
江
戸
の
女
性
は
好
ま
し
く
な
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
京
の
女
性
は

全
国
随
一
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
認
識
か
ら
す
る
と
、「
た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
い
入
」
れ
る
主

人
公
が
登
場
す
る
『
三
所
世
帯
』
の
始
ま
り
の
地
が
京
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

少
な
く
と
も
江
戸
で
あ
る
よ
り
も
自
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う（
（1
（

。

　

さ
ら
に
、『
好
色
一
代
女
』
に
は
右
に
取
り
上
げ
た
他
に
も
京
の
色
恋
の
事
情
が

う
か
が
え
る
場
面
が
あ
る
。「
石
垣
恋
崩
」（
巻
五
の
一
）
で
は
、「
殊
京
都
は
、
女

自
由
な
る
に
」、
粋
な
大
尽
が
目
利
き
を
誤
っ
た
が
た
め
に
、
老
い
た
主
人
公
一
代

女
が
思
わ
ぬ
幸
福
を
手
に
入
れ
る
。

　
「
石
垣
恋
崩
」
の
一
場
面
と
『
三
所
世
帯
』
を
比
較
す
る
と
、
京
に
住
居
す
る
主

人
公
外
右
衛
門
も
、「
二
十
四
人
色
作
り
の
女
に
た
は
ぶ
れ
、
我
ま
ま
な
る
遊
楽
」

を
す
る
よ
う
に
（
巻
上
の
一
）、
行
為
の
印
象
と
し
て
は
「
女
自
由
な
る
」
の
言
葉

に
合
致
す
る
。

　

一
方
、
江
戸
に
お
け
る
色
恋
の
事
情
に
つ
い
て
は
、『
好
色
一
代
女
』
に
は
先
に

取
り
上
げ
た
ほ
か
に
、そ
れ
に
触
れ
た
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、『
三
所
世
帯
』

に
は
当
地
の
京
と
は
対
照
的
な
事
情
を
触
れ
た
場
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
江
戸

は
女
の
す
く
な
き
所
を
今
覚
て
」（
巻
下
の
一
）
と
か
、「
所
な
ら
ひ
に
て
、
男
世
帯

を
人
も
と
が
め
ず
」（
巻
下
の
三
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
江
戸
は
男
性
労
働
者
が
多

く
在
住
す
る
一
方
で
、
女
性
が
少
な
い
土
地
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
京
と
江

戸
の
色
恋
の
事
情
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
女
性
に
事
欠
か
な
い
、
後
者
が
事
欠
く

と
い
う
点
で
、
対
照
的
な
土
地
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

大
坂
に
つ
い
て
は
、
京
や
江
戸
と
比
較
し
て
、
色
恋
の
事
情
を
表
現
し
た
場
面
を

西
鶴
の
他
の
浮
世
草
子
の
中
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
色

恋
の
事
情
で
は
な
い
が
、
大
坂
の
特
徴
は
、『
好
色
一
代
女
』
の
「
濡
問
屋
硯
」（
巻

五
の
四
）
に
、「
万
売
帳
、
な
に
は
の
浦
は
、
日
本
第
一
の
大
湊
に
し
て
、
諸
国
の

商
人
、
爰
に
集
り
ぬ
」（
巻
五
の
四
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。『
三
所
世
帯
』
に
も
同

様
に
、「
此
所
日
本
な
ら
び
な
き
津
な
れ
ば
、
大
方
の
事
に
目
を
お
ど
ろ
か
す
べ
き

事
に
は
あ
ら
ね
ど
」（
巻
中
の
三
）
と
あ
る
。
西
鶴
作
品
か
ら
は
、
大
坂
が
全
国
か

ら
商
人
と
物
資
が
集
ま
る
経
済
と
物
流
の
中
心
地
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

　

加
え
て
、
本
書
作
中
で
は
大
坂
の
生
活
環
境
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

此
所
（
大
坂
四
つ
橋
・
筆
者
注
）
に
か
り
座
敷
し
て
、
色
男
寄
会
世
帯
も
珍
ら

し
。
京
よ
り
薪
や
す
し
、
米
自
由
に
し
て
、
酒
か
ら
く
、
延
紙
は
吉
野
よ
り
手

廻
し
よ
く
、
伽
羅
は
堺
よ
り
取
よ
せ
、
南
請
に
ふ
ん
ど
し
の
干
場
も
よ
し
。
爰

ぞ
住
べ
き
所
と
、
恋
の
入
江
に
碇
を
お
ろ
し
ぬ
。（
巻
中
の
二
）

こ
の
一
文
か
ら
は
、
大
坂
の
生
活
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
色
遊
び

に
興
じ
る
主
人
公
に
好
都
合
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
主
人
公
は
、
京
か
ら
大
坂
に
移
動
す
る
理
由
に
つ
い
て
巻
中
の
一
の
冒

頭
で
「
難
波
の
冬
籠
り
、
新
し
き
鰒
汁
ゆ
か
し
。
京
ま
で
魚
荷
の
は
こ
ぶ
も
お
も
は

し
か
ら
ず
」
と
語
る
よ
う
に
、
食
物
（
物
流
）
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。
主
人
公
が

大
坂
を
好
色
活
動
の
場
に
選
定
し
た
の
は
、
当
地
に
在
住
す
る
女
性
の
存
在
が
理
由

の
第
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
、
経
済
・
物
流
や
生
活
環
境
と
い
う
観
点
か
ら
『
三
所
世
帯
』
に
お
け

る
江
戸
、
京
と
大
坂
の
土
地
柄
を
比
較
す
る
と
、
江
戸
に
つ
い
て
は
「
人
は
商
売
の
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利
徳
を
望
み
爰
（
江
戸
・
筆
者
注
）
に
く
だ
り

0

0

0

け
る
に
、
此
大
臣
は
金
す
て
に
は
る

ば
る
の
御
下
向

0

0

0

あ
り
と
は
、
よ
も
や
し
る
ま
じ
」（
巻
下
の
三
）
と
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
一
文
か
ら
は
江
戸
の
経
済
の
成
熟
度
が
大
坂
・
京
と
比
べ
れ
て
劣
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。京
に
つ
い
て
は
先
に
取
り
挙
げ
た
よ
う
に
、巻
中
の
大
坂
の
場
面
で
、「
京

ま
で
魚
荷
の
は
こ
ぶ
も
お
も
は
し
か
ら
ず
」（
巻
中
の
一
）
と
か
、「
京
よ
り
薪
や
す

し
」（
巻
中
の
二
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
流
や
生
活
環
境
は
大
坂
に
劣
る
。

す
な
わ
ち
、『
三
所
世
帯
』
に
お
け
る
大
坂
と
い
う
土
地
は
、
経
済
・
物
流
や
生
活

環
境
と
い
う
点
で
、
三
都
の
中
で
頂
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、『
三
所
世
帯
』
や
、
他
の
西
鶴
作
品
に
お
け
る
京
と
江
戸
の
対
照
的
な
色

恋
の
事
情
に
注
目
す
れ
ば
、
主
人
公
と
他
者
の
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
対
照
的
に
設
定
さ

れ
た
巻
上
と
巻
下
の
場
面
が
、
京
と
江
戸
で
あ
る
こ
と
は
、
自
然
な
選
択
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
巻
中
の
場
面
が
大
坂
で
あ
り
、
話
の
頂
点
（
転
換
点
）
と
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
色
恋
で
は
な
く
経
済
・
物
流
、
生
活
環
境
の
観
点
で
あ
る

が
、
当
地
が
本
書
に
お
い
て
全
国
の
頂
点
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
も
自
然
な
選
択
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
し
て
や
主
人
公
は
、『
三
所
世
帯

0

0

』

と
い
う
書
名
の
と
お
り
、
三
都
で
世
帯
を
構
え
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
書
名
か
ら
す

れ
ば
、
西
鶴
が
三
都
（
三
巻
）
に
お
け
る
話
の
対
照
的
な
関
係
を
構
築
す
る
際
に
、

主
人
公
が
世
帯
を
構
え
る
土
地
の
色
恋
の
環
境
や
事
情
だ
け
で
な
く
、
経
済
・
物
流
、

生
活
環
境
の
特
徴
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
考
慮
し
た
は
ず
だ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た

三
都
の
経
済
・
物
流
、
生
活
環
境
を
比
較
し
た
言
葉
は
、
そ
れ
を
意
味
し
よ
う
。
し

た
が
っ
て
、
京
・
大
坂
・
江
戸
の
配
置
順
序
は
、
本
書
が
三
巻
に
よ
っ
て
三
段
構
成

（
導
入
・
転
換
・
終
結
）
を
取
る
よ
う
に
、
そ
の
構
成
に
よ
く
な
じ
む
配
置
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

五
、
主
人
公
の
人
物
像

　

さ
て
、
主
人
公
の
人
物
像
に
話
を
戻
そ
う
。
結
末
に
お
い
て
、
性
力
が
限
界
に
達

し
た
主
人
公
は
、
過
去
の
全
盛
を
「
一
生
色
道
の
達
者
、
わ
れ
に
ま
さ
れ
る
人
、
世

に
あ
ら
じ
」
と
振
り
返
る
。
た
し
か
に
、
か
つ
て
の
主
人
公
は
並
外
れ
た
性
力
と
財

力
を
有
す
る
好
色
家
で
あ
り
、「
諸
分
は
京
の
嶋
原
に
身
を
な
し
、
口
舌
は
大
坂
の

新
町
に
魂
を
く
だ
き
、
は
り
つ
よ
き
所
を
江
戸
の
よ
し
は
ら
に
見
初
」
た
と
い
う
経

験
か
ら
す
れ
ば（
巻
下
の
三
）、そ
の
自
己
評
価
は
過
大
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

他
者
を
「
も
て
あ
そ
び
」、
執
心
を
生
じ
さ
せ
、
と
き
に
そ
の
執
心
に
よ
っ
て
消
耗

す
る
人
物
が
、「
色
道
の
達
者
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

執
心
に
対
す
る
主
人
公
の
反
応
に
注
目
す
る
と
、
性
力
が
限
界
に
達
し
た
後
の
彼

は
、
か
つ
て
も
て
あ
そ
ん
だ
女
性
の
執
心
に
さ
い
な
ま
れ
命
を
落
と
す
よ
う
に
、
無

力
を
さ
ら
す
。
一
方
、「
色
道
の
達
者
」
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
他
者
な
い
し
自
己

の
執
心
に
よ
り
消
耗
し
な
が
ら
も
、
色
遊
び
を
継
続
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

全
盛
時
に
は
執
心
に
対
処
で
き
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
主
人
公
の
執
心
へ
の
対
処
方
法
に
注
目
す
る
と
、
彼
の
自
己
評
価
と

は
乖
離
し
た
一
面
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
執
心
・
性
か
ら
の
逃
避
と
、
そ
の
失
態

の
弁
解
で
あ
る
。
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た
と
え
ば
、
巻
上
の
四
の
末
尾
で
は
、
屋
敷
の
女
性
た
ち
が
歌
舞
伎
役
者
の
顔
に

う
り
二
つ
の
男
子
を
出
産
す
る
と
、主
人
公
は
そ
の
執
心
の
深
さ
を
嫌
気
し
て「
皆
々

か
た
づ
け
」
る
。

　

巻
上
の
一
か
ら
、
右
の
巻
上
の
四
に
お
け
る
屋
敷
内
部
で
の
美
女
た
ち
と
の
遊
興

に
つ
い
て
は
、
浜
田
泰
彦
氏
が
「
中
国
の
天
子
の
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と

を
指
摘
し
、
巻
上
の
四
に
お
け
る
主
人
公
を
驚
か
せ
た
不
測
の
事
態
に
は
、
次
の
よ

う
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る（
（1
（

。

こ
う
し
て
「
天
子
」
の
理
想
を
追
っ
て
真
似
事
を
重
ね
て
い
た
外
右
衛
門
は
、

思
わ
ぬ
形
で
美
女
た
ち
に
は
し
ご
を
外
さ
れ
、「
皆
々
か
た
づ
け
て
」、
岡
崎
の

後
宮
を
解
散
す
る
決
意
を
固
め
る
。
西
鶴
は
、「
爰
が
分
別
所
」
と
呼
び
か
け

た
も
の
の
、「
天
子
」
の
資
格
を
失
っ
た
（
放
棄
し
た
）
外
右
衛
門
に
は
忠
告

も
空
し
く
、
さ
ら
に
大
坂
（
巻
中
）、
江
戸
（
巻
下
）
へ
と
女
色
三
昧
の
旅
を

継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

浜
田
氏
は
、
巻
上
の
四
に
お
い
て
主
人
公
が
「「
天
子
」
の
資
格
を
失
っ
た
（
放

棄
し
た
）」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
身
辺
整
理
は
、
執
心
・
性
か
ら
の
逃

避
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
逃
避
し
た
主
人
公
は
、
続
く
巻
上
の

五
の
冒
頭
に
お
い
て
、先
の
苦
い
体
験
か
ら
「
物
に
は
よ
い
か
げ
ん
の
な
き
物
な
り
」

と
い
う
認
識
を
示
し
、「
遊
興
の
う
は
も
り
、
嶋
原
の
女
郎
ま
し
て
又
な
し
」
と
思

い
立
ち
、
太
夫
・
天
神
を
取
り
そ
ろ
え
た
盛
大
な
遊
興
を
す
る
。
言
う
な
れ
ば
主
人

公
は
、「
た
だ
人
の
も
て
あ
そ
び
は
女
道
と
思
ひ
入
」
と
い
う
人
格
の
回
復
を
図
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
認
識
や
行
為
は
、
執
心
・
性
か
ら
逃
避
し
た
こ
と

に
つ
い
て
の
弁
解
と
取
れ
な
く
も
な
い
。

　

全
盛
時
の
主
人
公
は
執
心
に
遭
遇
し
た
と
き
、
遊
興
を
取
り
や
め
逃
避
的
な
態
度

を
取
り
、
直
後
に
そ
の
失
態
を
弁
解
す
る
か
の
よ
う
に
盛
大
な
遊
興
を
す
る
。
作
中

に
は
、
こ
う
し
た
主
人
公
の
性
質
を
暗
に
言
い
表
し
た
か
の
よ
う
な
次
の
一
文
が
あ

る
。

惣
じ
て
ま
ま
な
ら
ぬ
世
の
事
、
帥
に
な
れ
ば
か
な
ら
ず
金
な
し
。
前
か
た
な
る

太
郎
殿
に
は
、
金
の
あ
る
徳
に
て
、
う
と
き
座
敷
も
か
し
こ
く
見
え
け
る
。
此

大
臣
は
諸
色
の
得
道
し
て
、し
か
も
金
捨
る
に
極
て
の
大
さ
わ
ぎ
（
巻
下
の
三
）

色
道
に
未
熟
な
者
の
遊
興
の
質
と
比
較
す
る
形
で
、
色
道
の
達
者
で
あ
る
と
い
う
主

人
公
の
遊
興
の
質
の
高
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
色
道
の
達
者
」
で
あ
る
と
い
う
主
人
公
も
、「
太

郎
殿
に
は
、
金
の
あ
る
徳
に
て
」
の
例
え
の
ご
と
く
、
執
心
・
性
か
ら
逃
避
し
た
直

後
に
、
持
ち
前
の
性
力
・
財
力
を
用
い
た
盛
大
な
遊
興
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先

の
失
態
を
隠
匿
し
て
い
る
節
が
あ
る
。
主
人
公
が
「
色
道
の
達
者
」
と
称
す
る
よ
う

に
、「
東
山
の
大
臣
」（
巻
上
の
五
）
と
か
、「
色
道
大
和
尚
」（
巻
中
の
二
）
な
ど
と
、

た
び
た
び
形
容
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
失
態
を
隠
匿
す
る
か
の
よ
う
な
盛
大
な

遊
興
は
、
自
尊
心
を
守
る
た
め
の
行
為
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、主
人
公
の
自
尊
心
と
か
人
間
性
は
、性
力
と
財
力
が
限
界
に
達
し
、「
色

道
の
達
者
」
た
る
資
格
を
喪
失
し
た
後
で
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、主
人
公
が
「
一

生
色
道
の
達
者
、
わ
れ
に
ま
さ
れ
る
人
、
世
に
あ
ら
じ
」
と
振
り
返
っ
た
直
後
か
ら
、

命
を
落
と
す
ま
で
の
場
面
か
ら
読
み
取
れ
る
。
む
し
ろ
、
財
力
・
性
力
と
い
う
、
言
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う
な
れ
ば
装
飾
物
を
喪
失
し
た
姿
が
描
か
れ
た
当
該
場
面
に
こ
そ
、
主
人
公
の
心
理

が
も
っ
と
も
よ
く
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
主
人
公
が
命
を
落
と
す

ま
で
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
先
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
今
一
度
、
主
人
公
の
心
理

と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

主
人
公
は
、
か
つ
て
は
「
色
道
の
達
者
」
と
思
い
上
が
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
性

力
が
枯
渇
す
る
と
一
転
し
て
「
さ
り
と
は
さ
り
と
は
是
ほ
ど
ま
で
き
ら
ひ
に
も
な
る

物
か
な
」
と
女
性
を
拒
絶
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
身
も
そ
の
思
考
の
様
変
わ
り
に
驚

く
ほ
ど
で
あ
る
。
京
か
ら
召
し
連
れ
た
幇
間
た
ち
も
、
主
人
公
と
同
じ
く
無
分
別
な

放
蕩
が
あ
だ
と
な
り
性
力
が
枯
渇
し
、
過
去
の
行
為
を
後
悔
す
る
。
す
る
と
主
人
公

は
、弱
り
果
て
た
幇
間
た
ち
に
、「
世
に
は
し
た
い
事
し
か
ね
て
死
ぬ
る
人
も
あ
る
に
、

皆
々
往
生
の
覚
悟
を
せ
よ
。
う
ご
う
ご
と
長
生
し
て
も
、
此
事
や
み
て
は
生
が
ひ
な

し
」
と
虚
勢
を
張
る
。
自
身
は
「
二
た
び
生
ま
れ
か
は
ら
ば
、
美
な
る
お
ん
な
に
生

を
請
て
、
世
間
の
男
に
上
手
を
し
か
け
、
腎
虚
さ
せ
て
あ
そ
ぶ
べ
き
ね
が
ひ
な
り
。

た
ま
た
ま
男
に
生
れ
て
、
さ
り
と
て
は
女
の
た
は
む
れ
に
あ
き
は
て
」
た
と
語
る
。

そ
し
て
「
浮
世
の
所
帯
や
ぶ
り
、
わ
れ
わ
れ
な
り
」
と
身
の
上
を
悟
る
と
、
主
人
公

一
行
は
、
吉
原
の
近
く
小
塚
原
の
草
む
ら
に
庵
を
こ
し
ら
え
、
そ
こ
に
籠
も
り
極
楽

往
生
を
願
う
。
し
か
し
、
そ
の
願
い
は
叶
わ
ず
、
彼
ら
は
も
て
あ
そ
ん
だ
女
性
た
ち

の
「
執
心
」
に
さ
い
な
ま
れ
、「
女
ば
う
は
い
や
じ
や
」
と
わ
め
き
、
息
絶
え
る
。

　

性
力
が
限
界
に
達
し
た
主
人
公
は
、
幇
間
た
ち
を
前
に
し
て
、「
女
の
た
は
む
れ

に
あ
き
は
て
」
た
と
強
弁
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、「
一
生
色
道
の
達
者
」
と
思

い
上
が
っ
て
い
た
過
去
や
、
女
性
を
「
き
ら
ひ
」
に
な
っ
た
と
い
う
直
前
の
発
言
と

は
対
照
的
で
あ
り
、
性
力
が
限
界
に
達
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
弁
解
す
る
か
の
よ
う

で
あ
り
、
苦
し
紛
れ
の
感
が
漂
う
。
庵
に
籠
も
る
と
い
う
選
択
も
、
女
性
を
「
き
ら

ひ
」
に
な
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
当
該
人
物
か
ら
の
逃
避
と
見
え
な
く
も
な
い
。
そ

し
て
女
性
の
亡
霊
が
現
れ
る
と
、
彼
は
「
女
ば
う
は
い
や
じ
や
」
と
わ
め
く
が
、
こ

の
発
言
は
迫
り
来
る
死
を
前
に
し
て
、
遂
に
本
音
が
漏
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

主
人
公
の
半
生
に
つ
い
て
は
、
森
田
雅
也
氏
が
「
外
右
衛
門
の
人
物
形
象
は
、
京

都
・
大
坂
・
江
戸
と
好
色
遍
歴
を
重
ね
た
往
生
な
が
ら
、『
好
色
一
代
男
』
の
よ
う

に
永
遠
の
性
の
謳
歌
と
言
う
よ
う
な
前
向
き
な
も
の
で
は
な
」
い
と
指
摘
し
て
お
ら

れ
る（
（1
（

。

　

一
方
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
氏
は
、「
好
色
の
失
敗
者
と
い
う
解
釈
も
可

能
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
好
色
を
果
て
ま
で
味
わ
い
経
験
し
た
者
と
も
言
え
る
」
と

述
べ
、「
外
右
衛
門
こ
そ
が
好
色
の
達
成
者
だ
と
見
ら
れ
よ
う
」
と
指
摘
し
て
お
ら

れ
る（
（1
（

。

　

両
氏
の
見
解
は
対
照
的
で
あ
る
が
、
主
人
公
の
半
生
に
は
、
一
方
で
は
な
く
、
こ

の
二
つ
の
面
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
主
人
公
は
京
を
後

に
す
る
際
、
島
原
の
太
夫
を
世
話
女
房
に
し
、
そ
の
生
活
を
「
あ
く
ま
で
た
の
し
」

ん
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
地
で
の
「
好
色
を
果
て
ま
で
味
わ
い
」
尽
く
し

て
い
る
。
し
か
し
、
主
人
公
が
太
夫
を
請
け
出
す
に
至
っ
た
経
緯
は
、
幇
間
た
ち
の

執
心
を
垣
間
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
島
原
の
内
情
を
知
り
、
当
地
で
の
遊
び
が

面
白
く
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
森
田
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
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よ
う
に
、
主
人
公
の
好
色
遍
歴
は
、「
前
向
き
」
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。

前
掲
の
浜
田
氏
も
、「「
達
成
」
と
は
程
遠
い
経
験
を
た
ど
っ
た
」
と
指
摘
し
て
お
ら

る
よ
う
に
、
主
人
公
の
好
色
遍
歴
に
は
、
執
心
・
性
か
ら
の
逃
避
と
い
う
消
極
的
な

選
択
を
自
己
弁
護
に
よ
っ
て
隠
匿
し
よ
う
と
す
る
部
分
が
存
在
す
る
。

　

主
人
公
の
好
色
遍
歴
の
表
面
部
分
に
注
目
す
れ
ば
、
彼
は
「
色
道
の
達
者
」
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
虚
勢
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
色
里
三
所
世
帯
』
の
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
と
、
主
人
公
の
人
物
像

を
検
討
し
て
き
た
。

　

本
書
に
は
、
主
人
公
の
「
も
て
あ
そ
び
」
が
原
因
で
、
他
者
が
「
執
心
」
を
生
じ

さ
せ
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
執
心
」
が
主
人
公
に
絡
み
つ
く
様

と
、「
色
道
の
達
者
」
と
し
て
振
る
舞
う
彼
が
、
称
号
に
反
し
て
女
性
と
、
そ
の
彼

女
た
ち
の
執
心
か
ら
逃
避
す
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。も
っ
と
も
主
人
公
は
、

逃
避
と
い
う
事
実
を
隠
匿
す
る
か
の
よ
う
に
性
力
と
財
力
を
用
い
て
活
動
を
継
続
し

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
主
人
公
も
、
始
章
で
「
此
水
（
性
力
の
意
）
へ
り
て
は
取

か
へ
し
の
な
か
り
き
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
性
力
が
限
界
に
達
す
る
と
、
も

て
あ
そ
ん
だ
女
性
の
執
心
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
。
ま
さ
に
、
始
章
で
語
ら
れ
た
懸

念
が
現
実
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
主
題
は
「
執
心
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

本
書
は
数
あ
る
西
鶴
作
品
の
中
で
も
、「
低
調
」、「
猥
雑
」
と
評
価
さ
れ
る
作
品

で
あ
る
。
た
し
か
に
そ
う
し
た
印
象
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
西
鶴
は
本
書
に
お
い
て
「
執
心
」
と
い
う
感
情
に
着
目
し
物
語
を
描
い
て

い
る
。
し
か
も
「
執
心
」
の
感
情
を
軸
に
、
各
巻
各
章
の
話
が
複
雑
に
絡
み
合
う
構

造
を
構
築
し
、
主
人
公
に
対
す
る
他
者
の
執
心
の
深
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に

彼
の
心
理
描
写
と
、
創
作
技
術
の
高
さ
の
一
端
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

　

し
か
し
当
時
の
読
者
が
、
本
書
に
お
け
る
創
作
技
術
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
か

に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
本
書
は
西
鶴
の
没
後
（
元
禄
六
年
没
）
に
、『
好
色
兵
揃
』

（
元
禄
九
年
刊
）
と
し
て
改
題
・
再
編
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
再
編
の
結
果
、『
好

色
兵
揃
』
で
は
、『
三
所
世
帯
』
に
あ
っ
た
話
の
構
造
が
崩
れ
て
い
る
。
こ
の
再
編
は
、

当
時
の
読
者
が
『
三
所
世
帯
』
の
話
の
構
造
を
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
西
鶴
著
述
の
新
作
と
し
て
世
に
送
り
出
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
書

肆
側
の
事
情
が
あ
っ
て
、
内
容
に
手
を
入
れ
た
の
か
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の

疑
問
に
対
す
る
答
え
を
出
せ
て
い
な
い
。
小
説
史
に
お
け
る
『
三
所
世
帯
』
の
話
の

構
造
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
東
海
近
世
文
学
会
五
月
例
会
（
第
二
六
九
回
）
に
お
け
る
発
表
を
基
に

成
し
た
。
そ
の
際
に
、
貴
重
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
記
し
て
感
謝
致
し
ま

す
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
八
号

八
二

注

（
1
）　

本
文
の
引
用
は
、
富
士
昭
雄
訳
注
『
決
定
版
対
訳
西
鶴
全
集　

一
七
』（
二
〇
〇

七
年　

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
。
旧
字
体
は
適
宜
、現
行
の
通
行
字
体
に
改
め
た
。

（
2
）　

岸
得
蔵
「『
色
里
三
所
世
帯
』」（『
仮
名
草
子
と
西
鶴
』
所
収　

一
九
七
四
年　

成
文
堂
）

（
3
）　

近
年
で
は
、
上
阪
彩
香
氏
が
西
鶴
作
者
説
を
肯
定
し
て
い
る
。（「
西
鶴
遺
稿
集

の
著
者
の
検
討
─
北
条
団
水
の
浮
世
草
子
と
そ
の
比
較
分
析
」（『
計
量
文
献
学

の
射
程
』
所
収　

二
〇
一
六
年　

勉
誠
出
版
））

（
4
）　

暉
峻
康
隆
「「
好
色
盛
衰
記
」
と
「
色
里
三
所
世
帯
」」（『
西
鶴
評
論
と
研
究
下
』

所
収
（
一
九
五
〇
年　

中
央
公
論
社
）

（
5
）　

山
口
剛
「
西
鶴
に
つ
い
て
」（『
山
口
剛
著
作
集
第
一
巻
』
所
収　

一
九
七
二
年　

中
央
公
論
社
）

（
6
）　

本
文
の
引
用
は
、
霞
亭
文
庫
所
蔵
本
に
拠
っ
た
。

（
7
）　

本
文
の
引
用
は
『
俳
諧
類
舩
集
索
引
付
合
語
篇
』（
一
九
七
三
年　

般
庵
野
間
光

辰
先
生
華
甲
記
念
会
）
に
拠
っ
た
。

（
8
）　

注
1
同
書

（
9
）　

本
文
の
引
用
は
、
富
士
昭
雄
訳
注
『
決
定
版
対
訳
西
鶴
全
集　

三
』（
一
九
九
二

年　

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
。
旧
字
体
は
適
宜
、
現
行
の
通
行
字
体
に
改
め
た
。

（
10
）　
『
三
所
世
帯
』
を
含
め
、
西
鶴
の
好
色
物
に
分
類
さ
れ
る
浮
世
草
子
作
品
の
多
く

は
、
京
を
物
語
の
出
発
点
と
し
て
い
る
（『
好
色
一
代
男
』、『
諸
艶
大
鑑
』、『
好

色
一
代
女
』
な
ど
）。
物
語
が
京
か
ら
始
ま
る
の
は
通
例
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し

れ
な
い
。

（
11
）　

浜
田
泰
彦
「『
色
里
三
所
世
帯
』
の
再
検
討
─
「
天
子
」
を
真
似
る
外
右
衛
門
─
」

（『
鯉
城
往
来
』
19　

二
〇
一
六
年
一
月
）

（
12
）　

森
田
雅
也
「『
色
里
三
所
世
帯
』
と
京
都
・
大
坂
・
江
戸
─
西
鶴
と
貞
享
期
の
読

者
の
三
都
意
識
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
日
本
文
藝
研
究
』
五
五
巻
（
四
）
二
〇
〇

四
年
三
月
）

（
13
）　

ダ
ニ
エ
ル
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
「
西
鶴
晩
年
の
好
色
物
に
お
け
る
「
男
」
の
姿
と

語
り
に
お
け
る
機
能
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
195　

二
〇
一
六
年
三
月
）


